
昭

和

五

十

七

年

八

月

十

日

受

領 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
質
問
の 

一
七
） 

答

弁

第

一

七

号 

   

衆
議
院
議
員
田
口
一
男
君
提
出
三
重
造
船
の
企
業
再
建
と
国
際
興
業
の
社
会
的
責
任
並
び
に
労
使
紛
争
に
関
す 

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
六
第
一
七
号 

昭
和
五
十
七
年
八
月
十
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
田
口
一
男
君
提
出
三
重
造
船
の
企
業
再
建
と
国
際
興
業
の
社
会
的
責
任
並
び
に
労
使 

紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

三
重
造
船
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
三
十
日
に
更
生
計
画
の
認
可
を
受 

け
、
同
計
画
に
従
い
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
及
び
昭
和
五
十
六
年
三
月
に
更
生
債
権
の 

弁
済
を
行
う
等
、
そ
の
遂
行
に
当
た
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
入
り
、
資
金
繰
り
が 

特
に
悪
化
し
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
に
は
更
生
計
画
ど
お
り
に
更
生
債
権
の
弁
済
を
行
う
こ
と
が
不
可
能
と
な 

り
、
そ
の
後
二
重
造
船
契
約
が
問
題
と
な
つ
た
こ
と
等
も
あ
つ
て
、
同
年
六
月
二
十
一
日
に
管
財
人
か
ら
更
生 

手
続
廃
止
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

3 

国
際
興
業
は
、
会
社
所
有
の
不
動
産
に
十
八
億
円
を
極
度
額
と
す
る
根
抵
当
権
を
設
定
し
、
会
社
に
お
い 

2 

国
際
興
業
は
、
会
社
に
対
し
更
生
手
続
開
始
以
後
に
合
計
約
二
十
二
億
円
の
融
資
を
行
つ
て
い
る
。 

1 

国
際
興
業
は
、
会
社
の
株
主
名
簿
に
は
、
株
主
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

管
財
人
関
野
昭
治
が
会
社
更
生
法
に
定
め
ら
れ
た
管
財
人
の
職
責
を
怠
つ
て
い
た
事
実
が
あ
つ
た
と
は
聞
い

て
い
な
い
。 

て
い
る
。 

て
建
造
中
の
船
舶
に
十
五
億
円
を
極
度
額
と
す
る
根
抵
当
権
設
定
の
仮
登
記
を
行
つ
て
い
る
。 

総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
三
重
地
方
本
部
三
重
造
船
支
部
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
は
、
更
生
手
続
開
始
の 

会
社
と
国
際
興
業
株
式
会
社
（
以
下
「
国
際
興
業
」
と
い
う
。
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
聞
い 

四 

 



五
に
つ
い
て 

こ
ろ
で
あ
る
。 

申
立
て
に
際
し
、
会
社
と
労
働
債
権
確
保
の
た
め
の
協
定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
等
に
会
社
の 

五
十
七
年
六
月
二
十
九
日
、
会
社
は
、
解
雇
通
告
書
を
全
従
業
員
に
対
し
郵
送
し
た
た
め
、
組
合
か
ら
、
同
年 

再
建
に
つ
い
て
の
要
請
を
行
い
、
ま
た
、
更
生
手
続
廃
止
の
申
立
て
に
際
し
て
も
、
数
回
に
わ
た
り
会
社
の
再 

建
に
つ
い
て
団
体
交
渉
を
行
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
団
体
交
渉
は
、
合
意
に
至
ら
ず
、
昭
和 

払
で
あ
る
。
」
旨
の
申
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
四
日
市
労
働
基
準
監
督
署
は
、
翌
日
、
事
実
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
分
の
賃
金
の
一
部
に
当
た
る
総
額
約
三
千
三
百
万
円
が
未
払
と
な
つ
て
い
た 

七
月
十
四
日
、
三
重
県
地
方
労
働
委
員
会
に
解
雇
に
係
る
不
当
労
働
行
為
救
済
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
と 

に
つ
い
て
五
月
二
十
五
日
に
労
働
者
に
対
し
て
支
払
う
べ
き
と
こ
ろ
、
一
律
五
万
円
の
支
払
だ
け
で
残
金
は
未 

組
合
か
ら
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
七
日
、
「
会
社
は
、
本
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
の
賃
金 

五 

 



 

六 

こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
当
該
未
払
賃
金
を
同
年
六
月
二
十
五
日
ま
で
に
支
払
う
よ
う
、
会
社
に
対
し
て
是
正 

勧
告
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
会
社
は
、
同
年
六
月
二
十
五
日
、
同
年
五
月
分
の
未
払
賃 

金
の
支
払
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
事
項
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
は
、
関
係
者
の
自
主
的
努
力
に
よ
る
解
決
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
、
事
態
の
推
移
を
見
守
つ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




